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2単位

専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

緩和ケアとターミナルケア
病気をもちながらも心身の苦痛を最小限にし、より質の高い生活を送るための緩和ケアのあり方について学ぶ

受講するにあたって

事前学習の必要はないが、自身で緩和ケアやターミナルケアについての印象および知識について確
認する。

①事前学習の
　すすめ

特に指定しない。②参考図書

2日間の授業参加およびレポートによって成績評価を行う。レポートは、課題を適切にとらえ、講義
のポイントをふまえ、論理的に自身の考えを記述しているかという視点で評価する。

③評価基準

全般的に講義が中心となるため、受け身的にならないよう積極的に参加してほしい。④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

講義の前に、緩和ケアとは何か、ターミナルケアとは何
かについて、グループ討議を通して、自分自身の印象や
知識を確認する。
1日目は、緩和ケアの歴史と現状、緩和ケア関連する倫理
的課題、緩和ケアの対象となる生命を脅かす病気を患っ
た人びとの心理的、身体的状況について学ぶ。2日目は、
ゲスト講義により、ターミナルケアの歴史と現状、大切
な人を亡くした家族に対する悲嘆への援助について知識
を得る。最後に、講義を通して関心をもったトピックス
について、グループ討議を通して緩和ケアに対する理解
を深める。

講義の流れ

緩和ケアおよびターミナルケアは、人の尊厳を守り、大
切な生活を守り、よりよく生きるためのケアである。そ
の本質をふまえ、基礎的知識を中心に講義を行う。講義
のテーマの性質上、医学的知識が多く含まれるが、身近
な問題としてとらえられるように工夫しながら展開する。
さらに緩和ケアに関連する、倫理的課題、チームアプロー
チなども含めながら講義を行う。

講義のポイント

従来、ターミナルケアは緩和ケアと同義語と考えられていた。最近の緩和ケアは、生命を脅かす病気と診断されたその
時から始まる援助としてとらえられている。入院期間の短縮化に伴い、重い病気をかかえながら、多くの人々が在宅や
施設で療養生活をおくり、そして死を迎えている。病気をかかえながらも少しでも苦痛が緩和され、より質の高い生活
が過ごせるような援助について考える機会とする。

緩和ケアとは何かを学ぶ

緩和ケアの歴史と現状

グループ討議：
緩和ケアとターミナルケアに対する
印象・知識の確認

緩和ケアに関連する倫理的課題

生命を脅かす病気を患った人々の
心理的・身体的状況
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ターミナルケアの歴史と現状5

家族への悲嘆の援助6

グループ討議：
緩和ケアとターミナルケアへの
理解を深める

レポートによる科目最終試験
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担当教員：白尾 久美子 2単位

専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

地域福祉と災害ソーシャルワーク
大規模自然災害がもたらす被災地域の環境の変化と、現場におけるソーシャルワークを実践知から学ぶ

受講するにあたって

大規模自然災害に限らず、台風等による豪雨水害や竜巻、大雪など、災害に関するニュースや番組、新聞記事
等を意識し、視聴するように心がける。参考文献を読んでおくことが望ましい。

①事前学習の
　すすめ

上野谷加代子監修／社団法人日本社会福祉士養成校協会編集『災害ソーシャルワーク入門―被災地の実
践知から学ぶ』中央法規、2013
桜井政成編著『東日本大震災とNPO・ボランティア―市民の力はいかにして立ち現れたか』ミネルヴァ書房、2013年

②参考図書

授業への出席とともに、ワークショップへの積極的な参加も評価の対象とする。
また2日間の最終の時間に、内容と受講後の個別の課題やアクションプランに関するレポートを作成する。

③評価基準

自分自身の身近な地域や暮らしについて、受講後も災害時と平常時のつながりを意識して過ごす。
そのことがふだんのくらしのしあわせにもつながるヒントとなる。

④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

１.東日本大震災の体験から（講義）
この震災において岩手県での災害ボランティアセンター設置・運営支
援に関わった経験から、被災した地域の当時の状況について学ぶ。
２.災害ソーシャルワークの理論と方法（講義）
災害とは何か、その時に地域に起こる問題や災害時要援護者に関す
る課題など、平常時の地域福祉との関連を考えながら学ぶ。
３.災害時を描くワークショップ（ゲスト講義）
地域の災害時をイメージする災害図上訓練や、避難所運営等をテー
マに、参加と体験の場としてワークショップを実施する。
４．大規模自然災害におけるボランティアの組織化と運営（講義） 
今後起こり得る大規模自然災害を想定し、参画するボランティアのし
くみづくりや、専門職チームとの連携など、東日本大震災の実践から
学ぶ。
５．ここから始まるソーシャル・イノベーション（ゲスト講義）
日本福祉大学通信教育部の学生として、ボランティアへの参画を描き、
社会変革につながるあらたなしくみづくりのワークショップを実施する。
６．全体のふりかえり

講義の流れ

災害ソーシャルワークの
理論と方法（講義）2

東日本大震災の体験から（講義）1

大規模自然災害におけるボラン
ティアの組織化と運営（講義）4

災害時を描くワークショップ
（ゲスト講義）3

ここから始まるソーシャル・
イノベーション（ゲスト講義）5

全体のふりかえり6

災害という特殊な状況でソーシャルワークに求められるものとは何かについて、東日本大震災等における実践事例をもとに、時系列や状
況ごとに検証する。特に災害ボランティアセンターの設置、運営や現場でのボランティアコーディネートのあり方、ボランティアによるソー
シャルワーク機能等について考える。またDIG（Disaster Imagination Game：災害図上訓練）やHUG（避難所運営ゲーム）をツールと
したワークショップの体験も予定している。

災害時におけるソーシャルワークを学ぶ

災害時は、平常時から取り組む福祉課題だけでなく、ふだんは潜在している課題が多様な形で顕在化する。ここでは、防災だけでなく、
災害時要援護者を把握し、自助・共助を原則として被害を最小限にするためのふだんの取り組み（減災）について、地域福祉の視点か
ら考える。また、今後起こり得る大規模自然災害への備えとして、本スクーリングを受講した個々が参画できるしくみについて、ワークショッ
プを通して描き出す。

災害時の学びから平常時へ、地域福祉の課題をつなぎ、つむぐ

想定外の大規模災害のような不測の事態に私たちは何ができるか、何をすべきか。人々の命を守る災害看護と
いう分野があるのと同様に、その“命につながる人々の生活を守る”災害ソーシャルワークが今注目されている。こ
れはかつてない新しい専門分野のようで、実はふだんからの地域福祉と密接な関係を持っている。ここでは災害
時と平常時をつなぎ、災害時に起こり得る現実を知ることから、ふだんの地域のあり方や問題、その解決に向け
て取り組むべき課題を考える。

講義のポイント

担当教員：山本 克彦


